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第４学年○組 理科学習指導案
平成27年11月○日 ○曜日 第○時 （第○理科室）

指導者 ○ ○ ○ ○ 印
１ 単 元 もののあたたまり方
２ 単元の目標
(1) 空気，水，金属を温めたときの様子を興味・関心をもって追究し，見いだした特性を生活に生
かそうとする。

(2) 空気，水，金属を温めたときの様子と物の性質との関係に問題を見いだし，変化と関係する要
因について考察し表現することができる。

(3) 加熱器具などを安全に操作し，金属，水，空気の温まり方の特徴を確かめ，その結果を記録す
ることができる。

(4) 空気，水，金属の温まり方について理解することができる。
３ 学習の計画 （９時間完了）
第１次 第１時 日常生活で物を温めた経験から単元の学習課題をつかみ，学習の計画を

立てる。
第２次 第２時～第３時 金属の温まり方を予想し，実験方法を考えて調べる。

第４時～第５時 水の温まり方を予想し，実験方法を考えて調べる。
第６時～第７時 温められた水が容器内でどのように動くかを調べる。
第８時（本時） 空気の温まり方を予想し，観察方法を考えて調べる。

第３次 第９時 金属，水，空気の温まり方について，図や表にしてまとめる。
４ 本時の学習指導
(1) 目 標
ｏ空気が温まっていくときの様子を，分かりやすく記録することができる。
ｏ空気は，熱された部分が移動して，上の方から順に温まるということを理解することができる。

(2) 準備・資料
ｏ教師……温度計，白熱電球コード付きソケット，白熱電球，水槽，段ボール紙，スタンド，暖

房器具，熱気球の写真，掲示用カード，記録用紙，空気の流れ実験器
(3) 関 連

４年 理科 ものの温度と体積（空気，水，金属の温度と体積変化の関係を調べる）
４年 理科 水のすがた（水の変化を温度と関係付けながら調べる）
中１ 理科 状態変化と熱（身の回りの固体や液体，気体の性質，物質の状態変化について調べる）

(4) 学習過程

段 時
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 事 項

階 間

１ 前時までの学習を振り返り，本時の学 ｏ暖房器具をつけ，室内の空気を暖めてお
習課題をつかむ。 く。

問 (1) 前時までの学習を想起する。 ｏこれまで調べてきた金属と水についてそ
題 ・水は，上の方から先に温まる。 れぞれの温まり方の特徴を発表させる。
を ・金属は熱したところから順に温ま ｏ金属や水の温まり方を図と文でまとめた
つ る。 掲示用カードを黒板に貼る。
か (2) 本時の学習課題をつかむ。 ｏ熱気球の写真を示し，目に見えない空気
む を扱うことに意識を向け，気球の中の空

空気は，どのような順にあたたまるのだ 気を温めていることにふれる。
ろうか。 ３

２ 空気の温まり方を予想し，調べる方法 ｏ既習事項を想起させ，水や金属の温まり
を考える。 方をもとに考えさせる。

見 (1) 空気の温まり方を予想して，話し合 ｏ日常生活に着目させ，生活経験から考え
通 う。 ることができるようにさせる。
し ・水と同じように上から温まる。 ｏ理由をつけて予想させ，話し合いが進む
を ・金属と同じように熱源の近くから ように支援する。
立 順に温まる。
て (2) 調べる方法について話し合う。 ｏ悩んでいる児童には，空気を閉じ込めて
る ｏ水槽内の温度を測る。 変化を調べるとよいことを助言する。

・上の方 ・下の方 ｏ実験装置の組み立て方が視覚的に捉えら
・白熱電球の近く れるように児童の考えを図に表して板書

する。
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見 (3) 調べる際に気配りすることを確認す
通 る。
し ・温度計の目盛りの読み方 ｏ真横から目盛りを読むことを確認する。
を ・白熱電球の取り扱い ｏ白熱電球は熱くなるので，直接さわらな
立 いように十分留意させる。
て
る 13

３ 計画に従って温度の測定をする。 ｏ実験装置は可能な限り多く用意し，少人
(1) 実験の準備をする。 数のグループ活動とする。
ｏ記録用紙の確認をする。 ｏ空間を立体的に示した図に，気温の高低
・測定箇所 が分かりやすいように，温度を色分けし
・温度記入の仕方 て表現させる。

ｏ実験装置を準備する。 ｏ気温を測るので，温度計の液だめを水槽
検 につけてしまわないように注意させる。

(2) 温度を測り，記録する。
証 ｏ温める前の温度を測り，記録する。 ｏグループの児童の測った温度を聞いて記

・上の方 ・下の方 録するだけでなく，自分でも温度を確認
・ ・白熱電球の近く させる。

ｏ１０分後の温度を測り，記録する。 ｏ待っている間の温度変化もしっかりと観
考 ・上の方 ・下の方 察させる。

・白熱電球の近く 評温度変化を測定場所ごとに正しく記録し
察 30 ている。 （記録用紙）

を (3) 結果をまとめて発表し合い，本時の ｏ結果を記録した記録用紙を黒板に掲示さ
学習課題の解決を図る。 せ，他のグループの結果と比較させる。

す ｏ記録した結果を発表する。 ｏ結果を分かりやすく記録できた数グルー
・上のほうの温度が高い。 プを指名して簡単に発表させる。

る ・下の温度は上よりも低い。 ｏ予想と照らし合わせながら，結果を確認
・白熱電球の近くの温度は高い。 させる。

ｏ空気の温まり方について結果から分 ｏ温度変化から，空気がどのように移動し
かったことを話し合い，予想と比べ たかを考えさせ，空気の移動を矢印で記
る。 録用紙に記入させる。
・水と同じように，温められた空気 ｏ水のときと比較させ，その特徴がよく似
は上の方に移動し，上の方から順 ていることに着目させる。
に温まる。 評温められた空気は上の方へ移動して，上

から順に温まることを書いている。
（理科ノート）

ｏ空気の流れを観察する。 ｏ空気の流れ実験器（線香の煙）を使って
40 視覚的に捉えさせる。

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習を ｏ熱気球は温められた空気が上に移動する
つ 見通す。 ことを利用していることにふれる。
な (1) 教室の温度を測り，空気は水と同じ ｏ室内を図で示し，水槽内と同様に空気が
げ ように温まることを確認する。 動くことを視覚的に捉えさせる。
る (2) 次時では，金属，水，空気の温まり ｏ空気と金属や水との違いにふれ，次時へ

方をまとめることを知る。 45 つなげる。

(5) 本時の評価規準
ｏ温度を測定場所ごとに正確に記録し，温まり方の特徴が分かるように記録している。

（記録用紙）
ｏ空気の温まり方は，水と同じように上から温まることを自分の言葉で説明している。

（理科ノート）
５ 備 考
(1) 学級の実態
ｏ本学級の児童は，身近なところで起きている現象を問題としてとらえて観察した経験が少ない。
そのため，起きている事象から，必要な事柄を見つけだしたり，整理して記録したりすること
を苦手としている児童も多い。前時までの学習で金属と水の温まり方に関してはほとんどの児
童が理解している。

(2) 指導の力点

ｏ熱気球の写真や，空気の流れ実験器（線香の煙を使用）などを利用したり，実験結果を色分
けして表現させたりすることで，目に見えない空気の存在を見えるように工夫して，児童の
理解を深める。また，課題把握の場面では，既習事項や生活経験を想起できるよう掲示用カ
ードなどを活用する。

６ 指導と評価


